
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成１７年８月４日 

議題について 

いよいよＴＤＭ施策の絞込み大詰め 

高橋委員長の進行により議題が進められました。以下その内容を掲載します。 

 
（１） 現況再現シミュレーションについて 

作成の進捗状況としてはデータの微調整段階となっているので、シミュレーション結果の旅

行時間について、実際と異なる点などの意見を伺うことになりました。 

午前中に上溝から高田橋まで１０分で行けたり、上溝交差点の渋滞長が３００ｍしかなかっ

たりと、幾つかの相違点が指摘されました。 
交通事業者からは愛川線での旅行時間のデータを提供していただけることとなり、更に精度

を高めることとなりました。 

 
（２）ＴＤＭ施策の絞込みについて 

ＴＤＭワークショップで整理してきた愛川線におけ 

る課題を踏まえて、その要因を「マイカー通勤の集中」 

や「交差点の容量不足」、「路上駐車の発生」と整理を 

して、それぞれを「ＴＤＭ施策の分類」と結び付け、 

具体的なＴＤＭ施策を抽出した過程の説明がありまし 

た。 

 また、ＴＤＭ施策を本格実施する前に、期間を限定 

で実施して効果や実現性などを検証する「社会実験」 

について、今年度中に実施するためのメニューの説明 

もあり、概ね了承されました。 

具体的なＴＤＭ施策の抽出した過程のフローを以下に示します。 

 第７回 TDM推進委員会が、平成１７年６月２０日（月）午後１：３０より、ウェルネスさがみ

はら視聴覚室で行われました。 

今回は、愛川線の混雑状況をパソコンのシミュレーション 

で表現する「現況再現シミュレーション」の作成進捗状況の 

説明後に、ＴＤＭ施策の絞込みの説明が事務局からありまし 

た。 

愛川線の課題を踏まえ、渋滞要因ごとにＴＤＭ施策の分類 

を選定して、それぞれに具体的なＴＤＭ施策を抽出した過程 

が説明されました。 

また、本格実施する前に期間限定で実施する「社会実験」 

のメニューについても説明があり、概ね了承されました。 
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  主な意見交換は次のとおりです。 

・ 高校入口交差点押しボタン信号化は流入車両の南方向への円滑化を目指すということか。 

⇒流入車両がないにもかかわらず、信号が赤になることで愛川線南方向が渋滞することへの 

対応と考えている。 

・ シャトルバス運行については、利用人数の想定や用地確保、セキュリティの問題で難しいが、

企業合同社員バスは可能性がある。 

⇒課題は多いが、出来るアイディアを出してほしい。 

・ 社会実験の期間が５日間では、あまり効果がないのではないか？ 

⇒すべて５日間というわけではなく、継続できる仕組みを作りたい。 

・ 右折レーンについては、需要を調査し、恒久的施策としたほうが良い。水郷田名地区の流入

制限の社会実験については、住民合意が必要なので、短期的には難しい。 

⇒個々の施策について各主体と調整していき、詳細な実験内容を作成する。 

 
（３）今後の進め方について 

  ９月上旬までに各社会実験メニューの実施計画書（案）を地元や関係機関と調整しながら作

成し、次回の委員会に諮ることとなりました。その後社会実験のＰＲ活動を開始して、実験を

行う予定です。 

詳しい会議録については、相模原市ホームページの「審議会等の情報」よりお入りください。

次回は９月１２日（月）に開催。 

 

ＴＤＭ施策分類 早期に実施すべきＴＤＭ施策メニュー相模原愛川線の課題

発生源の調整

手段の変更

経路の変更

時間帯の変更

自動車の効率的利用

水郷田名地区の抜け道利用とそれに伴う事故多発

田名工業団地入口交差点を先頭にした愛川方向の渋滞

高田橋交差点を先頭にした愛川方向の渋滞

上溝本町を先頭にした全方向渋滞

上田名交差点を先頭にした鍛冶谷線の渋滞

上溝ＢＰを先頭にした両方向渋滞

水郷田名から愛川線にバスが出にくい

愛川線の渋滞状況

渋滞発生による二次的弊害

渋滞要因

　　マイカー通勤の集中
　　－田名工業団地へ：出社時間が７時台に７割集中
　　－市役所へ：登庁時間が8:00～8:30に８割集中

　　　路上駐車の発生：四ツ谷交差点～工業団地入口交差点

　　交差点の容量不足
　　－右折車線の未整備　：上田名交差点等
　　－右折車線長が不足　　：工業団地入口交差点
　　－信号現示と交通流のずれ：高田橋際交差点、高校入口交差点

ボトルネックの解消

既存道路の有効活用

交通結節点の整備

供給サイドの施策

需要サイドの施策

その他

ＴＤＭ施策の抽出過程

相模原愛川線の
交通実態把握

道路利用者の
ＯＤ調査

ワークショップによるＴＤＭ施策の提案

周辺住民
アンケート

沿線企業や市職員
へのアンケート

バス運転手への
ヒアリング 委員への

意見照会

企業合同社員バスの運行①

利用の多い時間帯（朝・夜）のバスの増発②

主要駅と田名地区を結ぶシャトルバス運行③

バスと鉄道の乗り継ぎ利便性向上
（ダイヤ調整／バス・鉄道共同時刻表作成）④

バスロケーションシステムの導入⑰

ＰＴＰＳの導入⑱

コミュニティバスの導入⑲

バス停施設（ベンチ）の充実⑬ 　

道路の美化活動
（沿線に植栽桝やフラワーポットの設置、街路灯設置）⑯

迂回路を自動車が走行し難いよう改良⑮

水郷田名地区の流入制限（通学時間帯）⑭

サイクル＆バスライド⑫

上溝本町、四ツ谷、工業団地内の路上駐車取り締まり強化⑪

信号現示調整（高田橋交差点）⑩

高校入口交差点の押しボタン式信号化⑨

上田名交差点（鍛冶谷線側）に右折レーン設置⑧

工業団地入口交差点（上溝ＢＰ方）での右折レーン延長⑦

ＰＲ活動
（ポスター：ノーカーデー・相乗りの意識啓発等）⑥

市職員の出勤時間調整⑤

その他市等で個別に検討を
進めているメニュー

ＴＤＭ施策の抽出フロー 
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